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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループの主要な事業分野であります情報通信事業分野の内、ブロードバンドサービス市場では、光アクセ

スサービスの契約数が平成26年３月末に前年同月と比べ149万件増の2,535万件と着実な伸びを示しております。ま

た、スマートフォン、タブレットなどモバイル端末の飛躍的な普及により、ワイヤレスブロードバンドネットワー

クの重要性が更に増してきております。情報サービス事業においては、クラウドサービスの市場規模がますます拡

大してまいりました。

　このような環境下、当社グループは、本年４月より様々な分野とのアライアンス等を展開していくことを目的と

して、ＮＴＴ営業本部内のソリューション事業部を単独組織化といたしました。また、２０２０年東京オリンピッ

ク・パラリンピックへ向けたインフラ整備事業に対応していくため、東京支店を東京支社に格上げいたしました。

　当社グループの当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高149億56百万円(前年同四半期比94.2

％）、売上高128億47百万円（前年同四半期比101.5％）、経常利益につきましては、3億82百万円（前年同四半期比

72.0％）、四半期純利益は2億12百万円（前年同四半期比54.3％）と増収減益となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

　① 通信建設事業

受注高は130億81百万円(前年同四半期比91.7％)、売上高は109億73百万円(前年同四半期比99.4％)となり、セグ

メント利益（営業利益）は4億73百万円(前年同四半期比67.8％)となりました。

　② 情報サービス事業

売上高は18億74百万円(前年同四半期比116.2％)となり、セグメント損失（営業損失）は1億58百万円(前年同四半

期 セグメント損失（営業損失） 2億25百万円)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当社グループの当第１四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は424億42百万円（前連結会計年

度末480億65百万円）となりました。その減少の主な要因は、売上債権の減少によるものであります。負債は117億

89百万円（前連結会計年度末174億96百万円）となりました。その減少の主な要因は、仕入債務の減少であります。

純資産は306億52百万円（前連結会計年度末305億68百万円）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成27年３月期の連結業績予想につきましては、平成26年５月９日の「平成26年３月期 決算短信〔日本基準〕

(連結)」で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期

間内の一定の年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加

重平均割引率を使用する方法へ変更しております。これによる損益及び財政状態に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 3,549 3,638

受取手形・完成工事未収入金等 19,277 13,946

未成工事支出金 2,975 2,505

商品 135 221

仕掛品 63 158

材料貯蔵品 285 293

繰延税金資産 515 457

その他 828 806

貸倒引当金 △21 △21

流動資産合計 27,609 22,006

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,999 4,967

機械、運搬具及び工具器具備品（純
額）

1,505 1,478

土地 8,334 8,301

その他（純額） 64 56

有形固定資産合計 14,904 14,803

無形固定資産 583 582

投資その他の資産

投資有価証券 2,619 2,740

繰延税金資産 1,539 1,489

その他 812 822

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 4,968 5,049

固定資産合計 20,456 20,435

資産合計 48,065 42,442
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 6,219 3,647

短期借入金 2,471 889

1年内返済予定の長期借入金 12 609

リース債務 78 69

未払法人税等 760 98

未成工事受入金 89 116

賞与引当金 523 240

役員賞与引当金 67 27

工事損失引当金 2 12

その他 2,772 2,186

流動負債合計 12,998 7,896

固定負債

長期借入金 1,012 410

リース債務 107 112

再評価に係る繰延税金負債 428 428

役員退職慰労引当金 161 143

退職給付に係る負債 2,713 2,711

長期未払金 26 26

その他 47 58

固定負債合計 4,498 3,892

負債合計 17,496 11,789

純資産の部

株主資本

資本金 4,104 4,104

資本剰余金 3,801 3,801

利益剰余金 23,605 23,608

自己株式 △136 △136

株主資本合計 31,375 31,379

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 459 541

土地再評価差額金 △1,642 △1,642

退職給付に係る調整累計額 △283 △262

その他の包括利益累計額合計 △1,465 △1,363

少数株主持分 658 637

純資産合計 30,568 30,652

負債純資産合計 48,065 42,442
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高

完成工事高 11,042 10,973

商品売上高 1,613 1,874

売上高合計 12,656 12,847

売上原価

完成工事原価 9,805 9,888

商品売上原価 1,345 1,553

売上原価合計 11,150 11,441

売上総利益

完成工事総利益 1,237 1,084

商品売上総利益 268 320

売上総利益合計 1,505 1,405

販売費及び一般管理費 1,026 1,081

営業利益 478 323

営業外収益

受取利息及び配当金 31 35

受取保険金 10 4

受取賃貸料 14 18

その他 14 11

営業外収益合計 69 69

営業外費用

支払利息 4 2

賃貸費用 9 7

その他 3 0

営業外費用合計 16 11

経常利益 531 382

特別利益

固定資産売却益 7 7

投資有価証券売却益 31 -

負ののれん発生益 11 0

その他 0 0

特別利益合計 50 8

特別損失

固定資産除売却損 3 14

その他 0 0

特別損失合計 4 14

税金等調整前四半期純利益 578 376

法人税、住民税及び事業税 218 105

法人税等調整額 3 67

法人税等合計 221 173

少数株主損益調整前四半期純利益 357 202

少数株主損失（△） △35 △9

四半期純利益 392 212
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 357 202

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 28 81

退職給付に係る調整額 - 21

その他の包括利益合計 28 103

四半期包括利益 385 306

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 420 314

少数株主に係る四半期包括利益 △34 △8
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２通信建設事業 情報サービス事業 計

売上高

　 外部顧客への売上高 11,042 1,613 12,656 ― 12,656

　 セグメント間の
　 内部売上高又は振替高

49 151 200 △200 ―

計 11,092 1,764 12,856 △200 12,656

セグメント利益
　 又は損失(△)

698 △225 473 5 478

　（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

　 ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２通信建設事業 情報サービス事業 計

売上高

　 外部顧客への売上高 10,973 1,874 12,847 ― 12,847

　 セグメント間の
　 内部売上高又は振替高

73 175 248 △248 ―

計 11,046 2,050 13,096 △248 12,847

セグメント利益
　 又は損失(△)

473 △158 315 8 323

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

　 ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更し

たことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

これによるセグメント利益又は損失に与える影響は軽微であります。
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